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教員による授業の自己評価
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1 
今春 (1996年〉の大学・短大への浪人を含む進学率は男子44.2%，女子48.3%，男女平均
46.29らという過去最高を記録しているc また大学・短大への現役志願率は 54.4%で，進学熱
の高まりは進学率をさらに高め，それが50%に達する時期も間近いと考えちれる o 18歳の若
者の 2人に 1人は大学・短大生という時代は関もなくやって来るc
井門富二夫は，高等教育とカリキュラム改革を論じる前提として 大学と高等教育の意味に
ついて次のように述べている。大学 (Universityand College)が個々の教育組識もしくは集
団を意味し，高等教育 (highereducation)が多種多様にわたる大学やその他の組識を包括す
る教育制度と理解される。また大学とはE古典的なユニヴァーシィティ(象牙の落的存在)を意
味し，高等教青とは万人のための教育という理念が普及している大衆社会の教育制震と解せら
れる。
マーチン・トロウによれば，進学率 15%をエリート型大学とマス型大学の分岐点とし， 50 
%を越えるとユニヴァーサルな段階に入るという。まさに我国では大学はユニヴァーサルな設
諾を吾首としている c なお，高専や専修学校専門過程の生徒を加えるならば，我田ではすでに
1978年に高等教育機関への進学率は 50%を越え，ユニヴァーサルの段階へ入っているとい
える。
このように大衆化が進んだ大学においては，井円によれぜ，組識としての大学はあっても，
その教育は吉典的なユニヴァーシィティのままでは，学生や社会のニーズには正、えられなくな
札高等教育 (highereducation) としての大学教育を論じな吋れば意味をなさなくなってい
る。高等教育としての大学教育問題は，最近活発に議論されるようになってきた。特に 1991
年の大学設置基準の大綱化により，各大学の詩色ある学部設置や，教育課程の編或，大学の自
己点検評舗が行われるようになった。さらに学生による授業評価により，大学におけるティー
チングそのもののキ会討も行われるようになっている。
しかしこれら大学の努力も，ユニヴァーサル段階に入った大学教育，万人のための高等教青
という観点から見れぜ，大学そのものの大学教育への取句組みや改革辻，まだまだ十分である
とはいえない。
大学の教育改革が進まない理由として，ヘブア 1)ンは次のような大学自体の特数を挙げてい
る。
-大学の弓的ならびにそこに寄せられる援助は，基本的には保守的な性格のものである G
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-教育はタテの系列が寸断されている。
・高等教育界で辻，その大学の半日断は革新を行ったか否かでははかられるものではない。
・大学教授たち辻，大学職に就く弘前から，学生として教授職の実態を観察してきている0
・大学職のイデオロギーは，大学教授を独立した専門職として遇する。
・大学人は，大学における効率性という観念には懐疑的である。
・大学は，急激な変化にはことさら抵抗するような構造につくられている。
大学はすでにエリート教育の場ではなくな乃，万人のための高等教育をしっかりと構築して
いかねばならない時代に入っている。しかし ヘファリンの指摘のような大学そのものの体賀
から，その改革辻澱みの状態にあって，大きな流れにはなかなかならない。
しかし大学教青の改革の流れは確実に動いている。特にティーチングについては，学生によ
る授業評憧が行われるようになり 大学教員にとって，自分の授業がどのように学生に受け止
められているかをとらえ，授業改善のために役立てることが多くなっている。また情報機器等
の導入による新しい授業形態が取り入れられたち，学生の授業に対する動機づけの方法や，大
学教員の在り方などが多く議論されるようになっている。
万人のための高等教育が，万人のために効果的に行われるには，教育の改革，とりわけその
教育に直譲携わる大学教員の教えること(ティーチング)に対する責任は，今後，ますます増
大していくに違いない。
大学教員の在り方について ローマンは効果的な教育の二次元モデルを考えた。優れた教育
は，学生に知的興奮と，肯定的な対人関需を創り出せる大学教授の能力から生まれる。こうし
た感慣や人爵関係こそが学生の最大の力を発揮させる動医になるという。これら二種類の能
力は互いに独立したものであり，いずれかの詑力に{憂れていると，一定の学生，ないし教育形
態において効果的な教育ができる。 障方の能力に擾れた教授は，あらゆる学生にとって，また
いかなる状況においても卓越した教育ができると主張する。そして，この二つの能力を，次元
1 r知的な興奮jと次元Ir親密な対人関係jとして，さらに各次元を「低いJrふつうJr高
いjの三つのレベルに分け，これらを組み合わせて九つの教授スタイルを導き出した。
高等教育の改革に取り組まねばならないとき，教育制度や学部，学科組識，教育課程の福成
についての改革が必要である。しかし，そのような改草が進むと進まざるとにかかわらず，大
学教員は昌の前にいる学生の教育に当らねばならない。履修者数の多い授業を，しかも私語が
得意な学生を棺手にこなしていかねばならない現実に直冨している。そのために，まず教員自
身のティーチングの在り方を問題にすることからその改革を姶めなければならないのである。
大学教員が教えることに対する責任を増大させねばならなくなっているとき，ローマンの二
次元モデルは示唆に富むものがある。大学教員が 自の前にいる学生の教育にどれだけ貢献で
きているかをとらえること それが教員自身の教育改善に結びつけることを可能にするからで
あるc これを一署具体的に かつ効果的に実施する方法として授業評栖がある。
評留は，現時点に立って，より高い倍値や昌諜達或のために，成果を価笹判断し，その結果
を評価の対象にフィードパックして改善することを可能にする。大学教員が教えることに対す
??
る責任をいっそう増大させねばならぬとき，どんな形や方法でもよいから，教員が自分の授業
を評価していくことは，必須のことなのである c
2 
授業の評価の方法はいろいろ為るが，現在よく実擁されるのが，いわゆる f学生による授業
評錨Jである。大学設置基準の大網化にともなう新設置基準に，大学の自己点検，自己評値が
盛り込まれ，その昌己評価の項目として「学生による授業評価Jを導入する大学が増加してい
る。しかし，自己評価の項目としての「学生による授業評価Jは，それぞれの大学が，制度と
してこの評価を実捷し，大学の教育改善のために大学全体が取り組むことを自指さねぜならな
し)0
筆者は個人的に筆者自身の授業について，学生から評倍してもらったことがある。その結果
は筆者自身の授業改善について撞めて有効であった。しかし本学では， I学生による授業評1iHiJ
が制震として実施され，本学の自己点検・自己評価に取り入れられたり FD活動や本学教育
の活性化に役立つようになるまでには まだまだ詩需がかかりそうである。「学生による授業
評髄jは筆者にとっては大きい意味はあったのであるが，本学においては，当面は筆者自身の
個人的意義しかもち得ない。しからば，授業評筒自体に付加的要素を加えながら，筆者の授業
改善にいっそう必要な'情報を得る方法を試みても 決して燕駄ではないと考えるに至った。
また f学生による授業評1iHiJでは，一般的に需単な項Eによるアンケート方法が用いられ
る。その項目として使用されるものは，教員の話し方，声の大きさや明瞭さ，講義の内容や程
度，授業中の雰菌気，板書，資料等についてで、ある。これらの項Eを簡単な雲間項目として学
生に呈示し，寄せられた回答を数的処理する。その結果得られたデータを設業にフィードパッ
クして，教育の改善に役立てる型が多い。
大学の授業は，自標，内容，方法，評1iHiと単{立認定が，授業担当教員に殆んど全てが委ねら
れている。「学生による授業評価jで多くとられる方法でも，その需単な毘答の中に，授業内
容やそれについての学生の理解度もとちえられることもある程変は可能である c しかし，大学
の授業の目標や内容，方法等が担当教員に委ねられているが故に，担当者にとっては目標の達
成や，教材や授業方法の是否などを'情報として得たいのである臼それには一般的に行われてい
る「学生による授業評価jだけでは 物足りなさを感じざるを得ない。
授業は教員のみでは成立しない。学生あっての授業である。たとえ多人数が履修している講
義形式の授業であっても，学生の授業に対する姿勢や課題意識 理解のしかたなどを少しでも
把握しながら，教員は授業を組み立てて行くのが望ましい。いわば教員と学生との交互作用に
よって，授業の有効性は高められるのである。効果的な授業のためには，学生の授業のかかわ
り方をいかにとらえ，学生に対する理解をいかに深めるかにかかっている。
確かに教員は授業を履修する学生が授業内容をどうとらえ，授業目標に舟っていかに学習を
進めているかについてを把握すること辻必要である。しかし何よりもまず教育の対象となる学
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生をとらえること しかも授業との関連でそれを行うことが重要である c その上に立って授業
のねらいや流れが学生の理解や思考に沿ったものであるかをとらえ それを授業改善に役立て
ていくことが自然であろう。
よって本研究では，その一つの試行として 教員制から自分の設業を評錨してみる。そして
いわゆる「学生による授業評価jでは物足りない面から，授業との関連で学生をとらえ，そこ
から授業そのものの思衰を試みる。
3 
1.方法について
本研究を進める具体的な方法を設定する基礎的な条件として，次のことを考えた。
① 必要に応じて，いわゆる「学生による授業評価j的内容も取り入れる。
② 題材を示し，学生の考えや意見を収集すること。
③ 収集した意見や考えをまとめて学生にフィードバックして意見や考えを求め，調査に継続
性をもたせること。
③ それらを総話して，授業を照合し，できる限りの授業評値を行い教育改善に役立てるこ
と。
⑤ 対象は本学全学共通科目である「カウンセリング入門j履修生とすること。
以上の基礎的条件をもとに具体的な方法としては ②にあるように題材についての学生の意
見や考えの収集は自由記述による方法しかなく 題材に関する潤いを設定しそれに自答させる
ことにした。回答用紙には記名をさせて出席票にも利吊した。
⑤の「カウンセリング入門jの授業を選んだのは この科自が本学後期開講の全学共通科目
で，全専攻の学生の履修できる講義科目である。したがってー専攻に偏ることなく，多くの学
生の意見を収集することも可能である。本科目の授業のねらいは講義要項に
「人間の当冨する心の問題解決のみでなく 人間の自己実現や或長を目ざすカウンセ 1)ング
を学ぶことを通して，人間のあり方や弛者とのかかわりについて考える。単に相談技術や知
識を身につけることではないJ
と示している c 授業はカウンセリングの意味，ねらい，人間観，自己概念，他者の理解とかか
わり，カウンセラー，カウンセリングマインドなど カウンセリングのごく基本的なものを内
容としている。
調査は 1995年度履修生を対象に行ったむ羅修登録者数は 163人であるが，本学では後期開
講科Eは前期登録時に前期及び通年科吾と同時に覆修することになっている。そのため後期選
択科目では履修放棄者が多くなり，最終的に単位を取得した学生は 126人である。
次に題材であるが，第 1匝では「いじめjについての文章を使吊した。いじめは授業中に
は例として取り上げることはあっても，深く内容とはしていない。授業について記述を求める
とき，授業内容を関連しすぎると学生には小テストという感じを与える主険性がある。そのた
め授業には直接ではないが決して無関係ではない しかも今5的で我自にとって重要な課題で
ある「いじめjを題材にした。 2回巨からは主にそれまでの調査結果のまとめを題材にして間
いを設定した。講査用紙辻後で示すが，講査の流れを，学生の考え方，さらに授業への関係を
次のように想定して組み立てたむ
① 第1回の[いじめられっ子jへの激励文に，ほとんどの学生辻，内容吟味よ与も感覚的
に勇気づけられると回答するであろう。
② 第1屈の回答を数量的に示L，われわれの意見や考えは，数字で表わされると，どうし
ても多い方に注目する額舟にあるが，少数意見の軽視は誤った人間理解に導くことへの方向
づけができるであろう。
@ 次;こ①の激励文に対する生の意見を示すことによって，数量的にまとめられたものの異に
は，実にさまざまな意克があ与，この意見それこそ真実であり，その真実;ニヨを向けること
が重要であることを指摘できるだろう c それを設業;こ反映していけばよいだろう。
以上の想定から 5屈にわたる調査を組立てたc なお第5屈は最終授業時;こ行い，実施した
一連の調査に対する評髄を学生に求めることを主なねらいとした O
2.実施及び調査用紙
(1) 実施
第 1司.9月228 第 2回:10月6日
第3田:10月13日第4@l : 11丹24日
第 5罰:1丹12日
第1自は授業終了時刻 20分前から，第2回以後は各国とも授業終了時刻印分前から実施
したっ
なお第 1司自は開始に当って，授業のねらいを確認上，今期の授業については人を理解す
ることに関してみんなの意見や考えを書いてもらうことを説明した。第 1自の題材が亘接
「いじめjに関保するので
fいじめの問題は極めて深刻なものであり，誰もが真剣に考え，取り組まねばなら会いc 人間
理解の意思収集に軽々しく積用すべきものではない。しかし授業で人間や人爵同志のかかわり
をいっそう深く考えてもらうため，あえていじめを今日の題材にした」
旨の注意を補足した。
強調査用紙
第 1酉
松原達哉編「今いじめられている君へj掲載文を参考に概略次の諸点を内容とする fいじ
められっ子jへの激励文「がんばってjを作成し題材とした。
・いじめのつらさがわかってほしいと願いながら わかってもらえないことはほんとうにつら
く，悲しく，苦しいことだ。
・っちくて死んだ方がましだということもよくわかる。
? ?
-でも死んでしまって，自分の大切な人生をいじめっ子にだいなしにされていいのか0
・君が悪くない。誰もがいじめのターゲットになり得る。
・いじめるのは，自分がいじめられることを恐れているからだc
・いじめという卑劣な行為を許さない勇気と態度をもってほしい0
.嫌なら無理して学校に行かなくてよいっ
・勇気が出てきたら，親，先生などできるだけ多くの人に訴え，話をせよ 0
・「話すjことはっちいものを「放すjことになる。
・力まずに君なりの日を過そう。
・父母は君がいるだけで幸せなんだ。
<設問>
あなたが，今，いじめられっ子であると仮定してください。そして，いじめられて寝つき，苦しみ，悲
しんでいる自分をイメイジしてみなさい。そのイメイジをもって上の文章「がんばってjを読み，あとの
間いに答えなさい。
1.上の文章で，いじめられっ子のあなたは十分勤まされ，勇気づけられましたか。それとも何かものた
りなさを惑じましたか。
2. ものたりなく惑じた人は，侍が，あるいiえどのようにものたりないのですか。
3.勇気づ汁られた人は どのように勇気づけちれましたか。
4.勇気づけられた人は，どうして勇気づけられたと思いますか。
ものたりない人は，どうしてものたりないのかと患いますか。
第 2@]
前回の授業の課題について次の間いに答えなさい。
あなたは，蔀留の課題文を読んでこのクラスでは， Iものたりなく感じた人jと「勇気づけられた人」
とどちらが多かったと思いますか。思った文の番号をOで臣みなさい。あまり考えないで気楽に書けばよ
ろしい0
1.ものたりなく感じた人の方が多かったと患う。
2.勇気づけられたと感じた入の方が多かったと思う。
3.前毘欠罪したのでわからない。
第 3@]
第 1回実撞の時 1の回答結果を表 1にまとめた。第 1@]と第2呂との関孫を考えさせるた
め，第 1回辻出席したが第2回は欠席した者辻対象から省いた。第 1回を欠席した者は最初
から対象とせず，結詩第 1・第 2の関係考察対象数は，表2に示したように 100人になっ
た。 100入の内訳けは表3と表4のようになったG これらの表を題材にした。なお安定度と
いうのは，自分と抱者との考えが一致していると晃なす割合いである。
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表 1 9/29調査結果
項 呂 人数(a) 今/ 項 目 人数 % 
1. ものたりない 41 34.2 
2. どちらかといえ;工 ものたりない淀 57 47.5 
ものたりない 16 13.3 
3.勇気づけられた 37 30.8 
4.勇ど気ちらかといえば
勇気づけられ涼 59 49.1 
づけられた 22 18.3 
5.その抱 4 3.3 その他 4 3.3 
計 120 にこ 計 120 レ/
表 2 1016出席状況
項 日 欠席者数 :~2，: 1関係分軒(b) 
10/6 対象者
残存率f一(b一a)  
1. ものたりない 5 36 87.8 
2. どちらかといえばものたりない 3 13 81.3 
3.勇気づけられた 4 33 89.2 
4. どちらかといえば勇気づけられた 8 14 63.6 
5.その他 。 4 100.0 
計 20 100 
表3 9/29課査と 1016調査の関係 (1)
弘戸?と (1 )ものたりなく惑とた (2)勇気づけられた 出女{疋Ji 支 [l 〈db ) ) 人の方が多いと思う 人の方が多いと忠う人数(d) I % 人数(e) % 
1.ものた号ない 26 26.0 10 10.0 72.2 
2. どちらかといえLf 6 6.0 7 7.0 46.2 ものたりない
3.勇気づけられた 8 8.0 25 25.0 75.8 
4. 勇ど気ちづらかとしミえば
けられた 8 8.0 6 6.0 42.9 
5.その弛 1 1.0 3 3.0 /二/Z/7 
計 49 ~ 51 ~ 
表 4 9/29講査と 1016調査の関係 (2)
派~分と他者F\\考\え方 (1)自分の考え方と他者 (2)自分の考え方と他者 安定度の考え方に差がない の考え方に差がある
(点)人数部 % 人数(g) % 
1‘ものたりない諌 32 33.3 17 17.7 65.3 
2.勇気づけられ涼 31 32.3 16 16.7 66.0 
計 63 65.6 33 34.8 65.6 
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<設問>
「がんばってj の文について調査を行ない，その結果が表 1~4 のようにまとまりましたO これらの表か
らどのようなことがわかりますかc
表 1: 表2: 表3と表4: まとめ:
第4回
第 l [ill設関への自答について，間 1 は表 1 にまとめたが，問 2~4 について記載された意
見，感想，考えを簡単にまとめ題材とした。
「がんばってjの文章について書かれたこと
陪2. ものたりなく感じたひとは，侭が，あるいは，どのようにものたりないのですか。
〔ものたりなく惑じた人〕
-文章だけではだめ。 ・説得力に欠ける 0 ・どうすればよいか，はっきりしない0 ・わかりきったことし
かいっていない。 ・文章よりも行動。単なる同情0 ・もっとピシット 0 ・自分のくるしみは，自分しか
わからない0 ・楽観すぎ。表面的，ー較論的。 ・持関だけで解決できぬ。死ぬ気になってもできない
ものはできない0 ・抽象的。禁責任0 ・気休めみたい0 ・他人ごとみたい0 ・子は親の幸せのために生
きてるんじゃあない。
〔どちらかといえば‘ものたりない人〕
・いってることはわかるけど，ものたりない。 ・需親の存在の意味がわからない0 ・気持ちは楽になる0
・ことばとして勇気づけられたc ・時掲の経過とともに印象が薄れるよう。結局他人事0 ・支えてくれ
る人がいることはわかった。死ぬ気でやることには勇気づけられたが0 ・いやな気持ちで学校へ行く必
要はないことはわかるが，それで、いいのか0 ・多くの入に訴えよということもわかるが，やはり他人事，
簡単すぎる。
陪 3.勇気づけちれた人は，どのように勇気づけられましたか。
〔勇気づけられた人〕
-自分の存在の自覚。-負けたくない気になった。-自分を患ってくれるひとがたくさんいる。-光が見
えてきた。 ・学校へ行かないiまうがよいことが，安心惑をもたせた。 ・自分の気持ちに素査になって，無
理して行動しなくてもよい0 ・自信と強さを与えてくれた。-心のゆとりとなる。-私の人生を台無しに
されてたまるものかという気になった。人生をじゃまされてたまるかという気になったO ・いじめられ
た子迂ど強くなる。-少なくとも筆者は味方だと思った。-あきらめてはいけないという気になった。
死のうという気がなくなった。-うちあけたらよいということがわかった。-誰かに話す勇気が出た。
抵抗する気になった O ・いじめられたらどうするかがわかった。-時が解決してくれること。
〔どちらかといえば勇気づけられた人〕
-戦う気がすこしでた。-一人でできるかどうか不安。-元気はでるが単なる勤言。持関が心を勇気づ
けてくれる。解決法は疑問0 ・いじめっこを，やめさせようという気を起こさせられた。・学校へ行か
なくてもよいこと辻安心できるが，勇気がいる。 ・いとめられっこは，みんな死を望んでいるよう。 ・詩
間がたてばなんとかなる。立の存在が両親を幸せにしているかは疑問。.I土庁ますだ吋でなく，カウン
セラーの考えをつけてほしい。-他人事のようで不安だが，少しは強くなった O
間4.勇気づけられた人は，どうして勇気づけられたと患いますか。
? ?
ものたりない人は，どうしてものたりないのかと思いますかc
〔ものたりなく惑じた入〕
・いじめる方に問題がある。文章だけで解決にならぬ。どうすれば解決になるかわからなし、0 ・行動
を起こすことこそ大事とわかっても それがむずかしい0 ・いじめへの共通の(第三者的)メッセージで
しかない0 ・やっぱり行動0 ・桔談する人が逃げることを勧めている気がした。本人の気持ちは本人し
かわからぬ。学校iこ行かなくてもよいというのは現実的でない。結局行かされる。 ・いじめられている
人は想像で、きぬほどつら"'0 ・いじめっこの本性は変わらない。 ・時間辻心を和らげなしミ0・味方ですよ
と強調しすぎ。無責f壬な言葉が並べてある。なぜいじめられるのか問題提起せよ。-相談しても仕返
しもある。其非的な対策ーを。解決につながらない0 ・自分を揺らない人の丈章はだめ。これくらいの
ことでは，勇気はわかなし」いじめられっこの自の高さで書かれていないc ・恒人個人にあったケアが必
要。
〔どちらかといえば‘ものたりない入〕
・アドヴアイスがない0 ・解決法がない。 ・勤ましてくれた患い遣りには感謝する。もうひとつ深く伝
わってこない0 ・やさしすぎて同情だけ。
〔勇気づけられた人〕
-替に本人と父母の関係がはっきりした。 ・開き直りがわかった。 ・つらさを無理して需える必要がない
ことがわかった0 ・ああしなさいと指示するだけでなく こちらの考えにそって書かれた文章である。
自分で出せなかった答が出ている。 ・生きよとよび、かけられているよう。 ・カウンセラーはうまく勤まし
ている。-まわりの人との関係が大切をことがわかった。休みながち詩間をかけて取り経むことがわか
った。理解してくれる人がいることがわかった。学校へ宥かなくてもよいことが安心である。自分
一人で悲しんでいるのではない0 ・気持ちがわかってもらえる。-まわりに訴えてすこしでも楽になる 0
・死ぬ気でやること。心強い。
〔どちらかといえば‘勇気づけられた人〕
-死ぬ気でやれば侍でもできるのは極論すぎ。 ・やすらぐ気辻出たが現実はどうだろう 0
・自分の存在を喜ぶ人がいる。わかってもらいたいところが，わかってもらえた。
〔そのf也〕
・いじめられっこは，まわりの人に絶望している c ・できる子には勇気づけられたが，できない子にはも
のたりなさでしかない。文章だけではわからぬ。行動がいる。
<設問〉
fがんばってJの文章について，みんなのとらえ方を前回辻数量的にまとめましたO 今回は述べられた意
見を列挙しました。数量的まとめと，意見の列挙を比較して，感想、を自由に書きなさい。
第 5田
カウンセリング入門アンケート
今年度のカウンセリング入門の授業では， Iがんばって」の丈章についての課題として，これまで計4
自にわたって，みなさんの感じゃ考えなどを尋ねてきました。来年度の授業の参考にするため，この一連
の課題について感じたままを，下記のアンケートに率直にご記入下さいc
詞1はあてはまる項目を一つ選び番号をOで盟んで下さい。
詞2は自由に書いて下さい。
関1 このような一連の課題は自分にとって
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1.意味があった。 2.少しは意味があった。
3.あまり意味はなかった。 4.蕪意味であった。
5.欠席を多くしたのでわからない。
問2 あなたが関 1でその番号にOを入れた理由を，簡単に書いて下さい。
4 
第 1@]調査の結果は，間 1については第2回調査結果とともに表 1から 4に示されてい
る。また第 1屈の問2から 4については，第4回調査の題材にまとめられている。ここで特
に述べたいことは第 1回の開 1で， 1勇気づけられたjと簡単に決める学生が多いとした予想
がはずれたことである。考えるよりフィーワングで判断すると予想したのであるが，第4回
の題材でもわかるように，自分のとらえ方の理由記載にも，考えるいわゆる真面自に寂り組む
姿勢が窺えることである。
第3回の調査結果をまとめると まず表 1では 「ものたりない派jと「勇気づけられ派」
が人数的にほ迂同じであったことを殆んどの学生が指捕し それについて「不思議だJ1当然
だjなどのコメントをつけている者もあった。
表2は記載しない者が多かったが， 1欠摩する人が多すぎるのでないかJ16分の lが欠席し
ているので調査法正確にできないのではないかjなどの記述があった。
表 3，4でも， Iものたりない涼jと「勇気づけられ派jの均禽に対する注目が多く， I両派
に差がないのは文章自体に問題があるのではないかJと述べた学生もある。また「どちらかと
いえばというあいまいさのある人より 辻っき句と自分の気持をいえる人には自信があるjな
どの安定度に対する意見もあった O
まとめでは， Iものたりない派が予想、より多かったJI一人一人の意見詰ちがうようだが，ま
とめると似たようなものになるJIいじめについてわからないことが多い私たちと，いじめに
ついてもっと理解している人たちとの比較調査したらどうだろうJなど，様々な意見が出され
たが， I自分の考えと違う意見をもっ人が結講多いjというものが多く，それで「驚いたJ1入
によって感じ方は違い，心という問題は一筋縄ではいかないJrだがらカウンセリングは難し
いjなどと記している者があったc
第4屈の結果は， 1数量で表わしたものは簡潔すぎである。意晃列挙は見にくいがいろんな
人の意見を知ることができ，学ぶことも多くこちらの方がよい。また数字で表わすより温かさ
はあるが，全体f象が見えないのが欠点であるJiこちらの資料がよい。いろんな入の意見を知
ることができた乃，岳分の舘値観をとらえ直したり，今後もいろんな考え方があることから冷
静に人とも対正、しなければと思うjなど 「意見列挙が他の入のいろいろな意見がわかるので
よいjという記述が多かった。他に「文章で勇気づけられたとか，もの足りないと惑じるのは
その人のもっている心の傷の深さにあると思うJiいろんな角麦 立場から物事を考えること
は大変よいJr入へのアドヴアイスを与えることは大変難しいことだJrこの資料は内的枠組か
??
らの値者理解の重要性に帰結する」など授業内容と結びつけた記載まであったc 第4回調査
結果から数字に表わされない様々な考えがあることへの具体的な理解は，最初の調査の組立て
が溝たされたと見倣されよう c
4自にわたる調査の結果から，学生への調査への取り組みの態度がよかったことが窺えるc
E答内容についても意見や考えが真吾自に書かれてお均，授業と関連づけた回答さえ見られた
ことは，前述した第 1@]の予測はずれのこととあわせて，学生達はやはり授業や学問に対し
て向うものを十分もっていると考えられる。[最近の学生は勉強をしない」と決めつけられな
いのではないだろうか。
知に向うエネルギーはできるだけ徒わず アルバイトやレジャーにそれを第ーに使う。授業
中も迷惑を省みず，親しい者同志の私的情報交換を私語によって盛んに行う。授業を開かずに
ちゃっかりレポートを仕上げる。そういう学生の行動が教員にとって不'決極まるものとなる。
しかしそういう表面行動の奥には，学生達は，中等教育では得られなかった知的，専門的，学
問的関心や興味をしっかりもっていると評儲できるのではないか。
第5回の調査結果は次の通りである。
{問 1)1意味があった (38人， 31.4%) 2少しは意味があった (62人， 51.3%) 3あま
り意味はなかった (16人， 13.3九) 4無意味であった (0人) 5欠霜を多くしたのでわか
らない (5人， 4.1%) 
〈間 2)記載されたものをいくつか挙げてみる。なおO内の数字はその記載学生が間 1で記入
した番号を示している。
-調査に基いて授業が進められていったのでよかったc その人の立場にたってどう理解して
いくかつてことを考えさせられたから①。今まで考えなかったこと(人の気もち，それも内
冨的なこと〉について考えられるようになった②。表のよみ方がわかったc みんなの意見が
たくさんあり勉強になった②。あの文章は抽象すぎ，入ごとのようであるがいじめのことを
考える機会になった②。本当にいじめられている子の気持はその子でないとわからないが，
いろいろ考える人がいることがわかっただけ意味がある③。自分はいじめにあったことがな
いのでピンと来ない③c いじめにあってる子どもたちに役立たないc アンケートなら他の文章
でもよい③。-第 1田昌の授業に欠席したので③。・人の心は笥単に片づけられるものでな
いことが実感できた①。 ・これからの人間関係の参考に去ったc 相手の気持を考えようという
気になった①。考え方のバリエーションが増えた号。
第5回の調査では約 8割の学生が一連の本調査について何らかの意味があったと感じてい
る。関 1で1，2に記入した学生は，問2で授業との関連を内容とする記述が多かったc 間1
で3に記入した学生辻，いじめっ子という枠で調査に取り組んだ者が多く，調査の主旨の徹
底に欠け，調査が無意味に傾いたのも仕方がないことであろう c 間2の記述で授業やカウン
セリングとの関連を含めて書かまlたものが多いことは，カウンセリング入門の授業が，自信を
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もって結論づけられないけれども，ねらいに沿って進められたのではないかと推測される。
確かに今日の学生達は，その学問的，知的興味，関心，態夏についての一殻的評伍は，その
行動酉から見てかなり低いc しかし本学の一科目の麗修生を対象としたものに過ぎないけれど
も， 5田にわたる一連の調査辻，学生は知的，学問的，専門的興味や関心をi替在的に内在させ
ていると見倣し得るといえる。
その内在させているものを搭き出し，学生達の知的，学問的，専門的好奇心に応え，展開さ
せるためにはどうしたらよいだろう。これがティーチングの問題である。この調査で考えられ
たことは，調査ということになると時間的な問題が出てくる。調査問題の作成，実籍，整理に
は時需が豆、要である。調査でなく，授業に関連する事柄を授業中に学生;こ提示し，その場で意
見を述べさせる。意見を述べにくければ記述させて読ませるなどの方法は，即時性に富み，学
生達を理解する上で調査に匹敵する効果が期待できる。いわば双方向的授業である。
本学では全学共通科目は大講義室を教室に割乃当てられることが多い。本学に辻大講義室に
ワイヤレスマイクの設備がない。それでは双方向的授業で学生の発表も求めにくくなり，教員
は教壇に縛りつけられ，学生の中に入っていくこともできない。とりあえず効果的な教育のた
めにまず必要な設備の問題が指捕できる。
さらに詳細会ティーチングあるいiまインストラクションの問題は 本謂査では行えなかった
が， 1:井わせて学生による授業評価を実擁すれば，より存効な改善の道が関かれよう。
5 
以上，授業評髄について教員の側から自己の授業を評舗する一つの方法を示した。評倍の情
報は学生より得るが，その情報資料から，まず，岳分の教育対象となる学生はどのような学生
なのかを授業との関連でとらえたc 次にそれらの学生が授業のねらいや流れに沿って学習にか
かわっているかを見ょうとした。
その結果，学生は，当世学生気賓としていわれている「勉強しない代表者jでは決してな
い。予想したより真面自で，知的，学問的，専門的好奇心や興味，関心を内在させている。そ
れらをいかに建設的に描き出し，行動化させていくかが，高等教育におけるティーチングやイ
ンストラクションの課題であることを指摘した。また授業のねらいや内容への学生のかかわり
方は，本調査では，大部分の学生が授業の流れに沿って内容をとらえ，授業のねらいが達せら
れたのではないかという程度しかわからなかった。これらの結果は評錨者自信の主観であり，
甘さがあると批判されるかもしれない。これに関して原一雄は次のように述べている。
誰がどのような読点に立っかによって，授業の評価は大きく変ったり，場合によっては逆転
もしかねない。それだけに教授者個人の主観的判断は単まる自彊自賛や吉己弁護として信憲性
が失われ，それのみに依存することは罷めて危検とされる理由がある。しかしながら，どのよ
うな教育計酉に集い，どのような教科内容を，どのような条件の中で，どのような学生たちに
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教えようと考えた末，自分の持っている教授法のしパートリーの中から選んだかということ
は，本人以外の者にとって容易にわかることではない。ましてや点検・評価の後に，その授業
を改善していくかを決めるのも教員本人であれば先ずは当事者の評価が何よ乃も重要な意味
をもつことは言うまでもない。
援業評価辻，大学教員にとって，加速イとする万人のための高等教育を鶏果的に行うために必
須のことである。しかし教員には自分の授業が評植されることになじめないこともあろうむそ
のとき，教員が自分自身の方法で，昌分自身で評価を行ってもその意義は必ずある。
評価は良否を判断するのみでない。評価は気づきであ均，発見であり，確認である。今後，
ますます多禄化していく万人のための高等教育のために 教員は自分の授業と学生との関係に
いっそうの関心をもたざるを得な¥，.っそして教青自体にさらなる柔軟性が必要になるだろう。
気づき，発見，確認からの教育改善に授業評価辻いっそう重要になるだろう c 大学教員は授業
評値の意義を認識し，授業改革の意識を大切にまたそれを高め，ティーチングやインストラ
クションに常に生かしていかねばならない。
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